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記 

私
の
質
問
主
意
は
、
事
実
の
調
査
を
行
い
「
調
査
結
果
」
「
調
査
結
果
に
基
づ
き
ど
の
様
な
処
置
を
と
る
の
か
」
「
再
発
防

止
の
た
め
の
対
策
」
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

し
か
る
に
、
「
調
査
の
結
果
ど
の
様
な
事
実
が
存
在
し
た
か
」
に
つ
い
て
は
何
等
の
報
告
も
無
く
、
従
っ
て
、
処
置
、
対
策

に
つ
い
て
の
回
答
は
荒
唐
無
稽
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

過
日
、
一
部
の
官
僚
が
「
首
相
は
頭
が
悪
い
」
と
の
発
言
を
し
た
旨
の
報
道
に
接
し
た
が
、
こ
の
答
弁
書
は
そ
れ
以
前
の
問

題
、
即
ち
、
文
章
の
読
解
能
力
の
不
存
在
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

一 

然
し
乍
ら
、
答
弁
書
と
し
て
文
字
を
羅
列
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
再
質
問
主
意
と
し
て
、
答
弁
書
の
内
容
に
つ
き
答
弁
を

求
め
る
。 

通
商
産
業
省
の
綱
紀
粛
正
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
つ
き
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

平
成
七
年
十
月
十
九
日
付
け
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
を
拝
受
し
た
。 

ま
ず
、
「
法
令
に
照
ら
し
て
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
実
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
の
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
に 

通
商
産
業
省
綱
紀
粛
正
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 
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二 

先
の
質
問
主
意
書
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
真
摯
に
事
態
を
認
識
し
、
誠
意
を
も
っ
て
事
実
の
調
査
検
討
を
行
う
も
の
と

期
待
し
、
私
の
得
た
情
報
も
敢
え
て
記
載
し
な
か
っ
た
。
然
る
に
、
前
記
の
如
き
答
弁
書
の
内
容
で
あ
り
、
綱
紀
粛
正
ど
こ

ろ
か
官
僚
の
腐
敗
に
加
担
し
か
ね
な
い
姿
勢
が
み
え
る
所
で
あ
る
。 

1 

通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
長
牧
野
力
が
別
紙
(一)
記
載
の
年
月
日
に
台
東
区
浅
草
の
料
亭
Ｈ
で
別
紙
(一)
記
載
年
月
日
、
人

数
、
金
額
の
宴
会
芸
者
遊
び
を
し
た
事
実
が
存
在
し
た
か
否
か
。 

更
に
、
「
よ
り
一
層
綱
紀
の
厳
正
な
保
持
を
図
る
た
め
の
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
」
と
あ
る
が
「
そ
の
内
容
方
法
を
」
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

次
い
で
、
「
個
人
的
飲
食
の
場
所
等
に
関
し
一
部
に
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
点
が
認
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
が
、
「
個
人
的

飲
食
の
場
所
等
」
と
は
何
を
指
す
の
か
「
具
体
的
に
一
般
人
に
分
か
る
様
に
明
示
し
」
、
「
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
点
」
と

は
ど
の
よ
う
な
事
実
内
容
を
さ
し
て
い
る
の
か
に
つ
き
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

い
う
「
法
令
」
と
は
何
か
、
「
具
体
的
に
列
挙
」
さ
れ
た
い
。 

そ
こ
で
、
私
は
具
体
的
な
事
実
を
指
摘
し
て
具
体
的
に
質
問
す
る
事
と
す
る
。 

「
関
係
者
に
注
意
を
行
う
」
と
あ
る
が
、
「
何
に
つ
き
注
意
し
た
の
か
を
」
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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三 

な
お
こ
の
際
、
以
下
の
新
事
実
に
つ
い
て
も
追
加
質
問
を
す
る
。 

1 

横
浜
の
割
烹
料
亭
「
Ａ
」
で
、
「
昔
の
会
」
あ
る
い
は
「
打
上
げ
会
」
な
ど
と
称
し
て
、
通
産
省
の
役
人
が
「
Ｎ
」
に

付
け
回
し
さ
せ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
大
人
数
で
や
っ
て
き
て
問
題
の
局
長
が
「
こ
こ
ま
で
は
追
っ
か
け
て
は
こ
な
い
。

絶
対
に
大
丈
夫
だ
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
俺
を
悪
く
言
う
奴
は
い
な
い
」
と
豪
語
し
、
メ
ン
バ
ー
は
毎
回
一
緒
の
顔
ぶ
れ
で
あ

る
。 

4 

右
3
に
つ
き
存
在
を
確
認
し
た
上
で
の
「
注
意
処
分
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
不
当
に
軽
い
処
分
と
思
う
が
、
適

正
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
。 

3 

答
弁
書
は
右
1
、
2
の
事
実
の
存
在
を
確
認
し
た
上
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
。 

2 

右
同
人
が
別
紙
(二)
記
載
の
年
月
日
に
同
書
面
料
亭
名
記
載
の
料
亭
で
民
間
企
業
か
ら
接
待
を
受
け
て
い
る
か
否
か
。 

遊
興
費
、
ハ
イ
ヤ
ー
代
金
等
の
支
払
い
を
民
間
の
企
業
人
に
「
付
け
回
し
」
（
た
か
り
）
て
い
る
の
か
否
か
。 

「
付
け
回
し
」
て
い
る
場
合
、
金
銭
の
支
払
い
者
は
誰
か
。 

こ
れ
ら
の
事
実
に
つ
い
て
実
態
を
調
査
し
、
具
体
的
に
報
告
さ
れ
た
い
。 

受
け
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
の
接
待
企
業
は
ど
こ
か
。 

五 

 



 

2 

十
月
十
九
日
付
け
で
私
が
「
通
商
産
業
省
綱
紀
粛
正
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
た
直
後
の
十
月
二
十
二
日

（
日
）
、
山
梨
県
の
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
公
益
法
人
で
あ
る
（
社
）
日
本
原
子
力
産
業
会
議
が
主
催

し
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
毎
回
百
人
前
後
出
席
）
に
通
産
省
幹
部
、
特
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
幹
部
が
出
席
し
て
い
る
と
い

う
。 こ

の
コ
ン
ペ
は
毎
年
春
秋
二
回
、
三
十
年
以
上
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
前
日
（
二
十
一
日
）
に
は

同
じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
官
庁
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
隣
接
の
桜
富
士
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
翌
日
の
同
コ
ン
ペ
に

同
省
庁
幹
部
（
閣
僚
も
出
席
し
た
場
合
が
あ
る
と
い
う
）
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
二
十
四
日
の
「
原
子
力
の
日
」
の

一
環
と
称
し
て
い
る
。
二
日
連
続
の
コ
ン
ペ
参
加
料
は
概
算
、
宿
泊
料
こ
み
で
一
人
五
万
円
以
上
、
昨
今
の
各
官
省
庁
の

綱
紀
の
乱
れ
か
ら
考
え
て
自
己
負
担
の
筈
は
な
い
。
一
部
高
官
は
過
去
に
公
用
車
を
使
用
、
ま
た
同
会
議
の
ハ
イ
ヤ
ー
も

利
用
し
て
い
る
。
宿
泊
の
際
は
民
間
幹
部
（
天
下
り
組
を
含
む
）
の
宿
泊
先
（
ホ
テ
ル
な
ど
）
に
現
職
省
庁
幹
部
を
割
当

て
て
い
る
と
い
う
。
正
に
癒
着
腐
敗
の
構
図
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
指
摘
し
た
事
実
関
係
に
つ
い
て
も
徹
底
し
て
調
査
の

上
、
報
告
答
弁
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 
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